
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
引き続き 

「新型コロナ」「かぜ」「インフルエンザ」に注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症を流行させないために、次のことをお願いします。 

１、毎朝の検温・健康観察の実施 

⇒微熱・風邪の症状（上の表の項目）がある場合には、登校しない 

２、手洗い・うがいの励行、マスクの着用 

３、体調がすぐれない場合には主治医に相談する 
新型コロナウイルスの感染が拡大している状況です。 

私たちができる予防策をしっかり守っていきましょう。 

 南河原中 保健室 

No.９ 

２０２０．１２．１ 

 ２学期も残りわずかとなりました。木々の落葉も終わ

り、少しずつ冬の足音が聞こえています。 

 １２月２１日の冬至は昼の時間が最も短くなるとされ

ています。下校時刻頃の時間帯は、車の運転をする人にと

って見えにくい時間帯と言われています。飛び出しや数人

での並列などせず、交通ルールを十分に守り、交通事故に

遭わないようにしましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の中の一員であるからこそ 
 地域の一員であったり、学校や職場に所属している一員であったりと、私たちは社会の中

の一員として生活しています。その関わりの中で、時には新型コロナウイルス感染症の「濃

厚接触者」となって、PCR検査の対象になることも十分に考えられます。 

 そのような時が来たときに慌てずに対処できるよう、下の注意点は家族の方と確認してお

きましょう。 

 

マスクありきの生活がもう９か月過ぎま

した。登校してくる中でマスクを忘れる生

徒はいません。手をよく洗い、消毒をする

という予防策を守ってくれているみなさん

によって、南河原中全体の健康が守られて

います。 

現在、埼玉県内の PCR 検査の陽性率は

５．３％（１１／２４現在）と３～４月頃の

流行期に迫ってきています。行田市内でも

感染者の数が増えてきているのが実情で

す。 

 集団生活の中ではクラスターが発生しや

すいこと、無症状の状態から家庭内感染を

引き起こすこともあり、高齢者や基礎疾患

のある方が重症になってしまうということ

からも、感染予防の対策に協力を続けてい

きましょう。 

  


